
　

　令和　　　年　　　月　　　日（　　）　～　令和　　　年　　　月　　　日（　　）

□大ホール　　　□小ホール　　　□展示ホール　　　□その他（会議室など）

１．岩手県の定める「イベントの開催制限等の考え方」に係る説明確認書

☐

☐

☐

※

※

※

岩手県「感染防止策チェックリスト」の公表にあたっては、事前に当館から利用許可書の交付を受ける必要
があります。

ご不明な点がありましたら、当館窓口までお問い合わせください。

上記URLは変更される可能性があります。（以下同じ）

岩手県「感染防止策チェックリスト」に必要事項を記入の上、会場に掲示するか、
または主催者HPやSNS上での公表に努めること。

感染対策の不徹底、クラスター発生の可能性等が生じた場合は、
開催後概ね２週間以内に「イベント結果報告フォーム」を岩手県に提出する必要があること。

岩手県の定める「イベントの開催制限等の考え方」の詳細につきましては、
岩手県HP「イベントの開催制限等について」
（トップページ ＞ くらし・環境 ＞ 医療 ＞ 岩手県新型コロナウイルス感染症関連情報）
( URL : https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/iryou/covid19/1030432.html )
をご確認いただき、必要に応じて、以下の各ファイルを適宜ダウンロードの上、ご利用ください。

　・感染防止策チェックリスト
　・イベント結果報告フォーム
　・イベント等の開催フロー（令和４年９月～当面の間）
　・感染状況に応じたイベント開催制限等について
　・マスク着用の考え方

記入日：令和　　 年 　　月 　　日

岩手県内でイベントを開催するにあたって、岩手県の定める「イベントの開催制限等の考え方」に係る内容のうち、
以下の項目（要点）の説明につき、ご確認をお願いします。

以下の事項（要点）の説明を受けたことをご確認の上、チェックマークの記入をお願いします。

担当者携帯番号

メールアドレス

利用施設
（チェックしてください）

利用日

団体名

担当者名

◆新型コロナウイルス感染拡大防止のため、盛岡市より、市の公の施設を利用してのイベント等の開催について、
　市からの通知のほか、業種別ガイドライン等に沿って感染防止策を実施するよう要請を受けております。

◆施設利用・主催の皆様におかれましては、趣旨をご理解の上、次の感染防止策等について格別のご協力をいただき
　ますようお願いします。

◆下記の説明交付確認欄及びリストに記載された内容をご確認いただき、チェックの上、ご利用日の２週間前
　（周知時期が２週間より前の場合は、周知前）までにご提出をお願いします。

新型コロナウイルス感染拡大対策チェックリスト及び説明確認書
～施設利用・主催の皆様へお願い～

館名：盛岡市民文化ホール



☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐ 飲食、洗面等、マスクを外す場面においては、会話を抑制すること

手指の消毒、手洗い（入退館時、食事の前後等）の励行

大声をださないこと（大声での指示など）及び咳エチケットの励行

対人距離につき、一定の間隔を保つよう努めること

感染症対策②（公演準備段階～　対象：従事者・スタッフ）

来館前の検温（発熱時・咳・のどの痛み等体調不良時は、自宅待機）

不織布マスクを着用すること（マスクは、最もフィルター性能が高いとされる不織布を推奨。
接客を伴う場合は、状況に応じて手袋の着用、パーテーションの使用も検討）

高齢者が多数来場すると見込まれる公演については、感染リスクや重症化リスクが高いことから、
より慎重な対応を検討すること

会議室、練習室等の利用にあたって、以下の項目につき、該当する記号を〇で囲んだ上で、チェックマーク
の記入をお願いします。
利用者による大声発生の有無（収容率上限の確認）
　ア．大声あり【収容率50%】　　イ．大声なし【収容率100%】
　なお、上記ア．イ．のいずれも感染防止対策を総合的に講じることが必要です

上記のほか、利用方法によっては業種別ガイドラインに基づき、追加の対応をお願いする場合があります。
（以下同じ）
業種別ガイドラインの詳細については、以下の全公文HP「新型コロナウイルス文化芸術関連情報」
（トップページ ＞ 新型コロナ対策関連）
（URL : https://www.zenkoubun.jp/covid_19/index.html）をご確認ください。

・「劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライン改定版」
・「劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドラインQ＆A」

ホールの利用にあたって、以下の項目につき、該当する記号を〇で囲んだ上で、チェックマークの記入をお
願いします。
来場者による大声の有無（収容率上限の確認）
　ア．大声あり【収容率50%】　　イ．大声なし【収容率100%】
　　★大声の定義：通常よりも大きな声量で、反復・継続的に声を発すること
　　★【大声あり】の催事と判断されるケース：上記大声を積極的に推奨する又は必要な対策を施さない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　催事

客席の配席は、できるだけ指定席とすること

舞台上の発声を伴う出演者と客席最前列との距離は、概ね２ｍを確保するよう努めること

２．全国公立文化施設協会が定める「劇場、音楽堂等における新型コロナウイルス感染症拡大予防
ガイドライン」（業種別ガイドライン）に基づく感染症対策チェックリスト
当事業団管理施設である文化会館（盛岡市民文化ホール、盛岡劇場、都南文化会館、渋民文化会館）のご利用に
あたって、以下の事項につき、ご理解とご協力をお願いします。

感染症対策①（公演企画段階～　対象：公演主催者）



☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

開場や退場の時間、休憩時間は、余裕をもったものとし、時間差でおこなうこと

来場者の案内・誘導に際しては、一定の距離を取るとともに、不織布マスクを着用すること

会場内の不特定多数が触れやすい場所の消毒を適宜おこなうこと※公演前後の両方

物販に関わる関係者は、不織布マスクの着用に加え、必要に応じて手指消毒をおこなうこと

入場時のチケットもぎりを行う場合は、係員は適宜手指消毒を検討すること

配布物は、据え置きとし、来場者が自ら取得するか、手渡しの場合は、係員は適宜手指消毒をすること

施設の出入口や共用部分（トイレ等）への消毒液の設置

マスクの着用（出演者については、公演時を除く）

窓口機能を設置する場合は、アクリル板等の間仕切りの設置を推奨

準備（仕込み・リハーサル）は、無理のないスケジュールとなっていること

来館前の検温（発熱時・咳・のどの痛み等体調不良時は、自宅待機）

部屋の換気につき、空調の常時運用に加え、必要に応じて扉や窓の開放を図る

感染症対策③（公演実施段階～　対象：公演関係者）

本紙記載の各感染対策につき、各関係者への周知・広報により情報共有すること



☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

☐

以下の各項目につき、ご理解とご協力をお願いします。

感染状況の変化に応じて、国・県・市・業種別ガイドラインの方針が変更された場合は、
それらに沿って柔軟に対応すること

使用した備品等（テーブル・イスを含む）の消毒は、当館舞台技術員の指示により、
所定の方法で主催者が消毒をおこなうこと（電子機器、ピアノ等を除く）

当館を安心・安全にご利用いただくため、以下の事項につき、ご記入とご協力をお願いします。

以下の各項目につき、該当する記号を〇で囲んだ上で、チェックマークの記入をお願いします。

客席の配席（できるだけ指定席としてください）　：　ア．指定席　　　イ．自由席

（公演関係者・来場者の感染確認）感染者を把握し、感染者が参加していた公演関係者へ連絡すること

（公演関係者・来場者の感染確認）速やかに当館職員まで連絡し、対応を協議すること

３．当館における適切な施設管理運営のための確認事項

感染者発生時等の対応

従事者や公演関係者の感染が疑われる際の対応について、事前に各都道府県において示されている
対応方針に従って検討をおこない、自宅待機や受診等の基準を定めること

（感染疑い）発熱時・咳・のどの痛み等体調不良時は、来館・出演を控えること
※同一世帯内でない場合は、濃厚接触者の特定・行動制限は不要とされています。

会場（客席）内での食事は、極力控えること。
（ホワイエ及び練習室、会議室等の諸室でのペットボトルによる水分補給などを除く）
※ホール客席内での飲食は、原則認められません。

（公演後）公演後の飲食・会合等の抑制や感染防止の注意喚起をおこなうこと

（公演後）分散退場の呼びかけをおこなうこと

来場者を整列させる場合は、一定の間隔をとるよう促すこと（休憩時間のトイレなど）

施設内ではマスク着用を基本とし、未着用来場者に対しては配布や販売など、
個別に注意等をおこなうことにより着用を徹底すること。（ただし、次項目に留意のこと）

病気や障害によりマスクの着用等が困難な来場者への対応については、
差別等が生じないよう十分配慮すること

感染症対策④（公演実施段階～　対象：来場者）

（公演前）感染予防策についての周知・広報をおこなうこと
　　例：発熱時・咳・のどの痛み等体調不良時は、来館を控える
　　　　施設内でのマスク着用
　　　　入館時の手指の消毒や施設内での手洗いの励行

（公演前）サーマルカメラや非接触型体温計の使用による検温体制を整えること


